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今
週
の
紙
面 栃木市 味村節子（）

■２面 女性ニュース／旧
統一協会問題／国会 ■３
面 読者のページ／まんが
／短歌 ■４・５面 新婦
人「春の行動」／ジェンダ
ーリレー講座／ホット ■
６面 節約冷凍レシピ／母
の歴史 ■７面 新婦人のページ／主張／校則

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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雪が舞う中、マイクを手に訴える井上裕子新婦人福島県本部会長（左端）＝２月21日

〈２面へ〉

宇都宮大学国際学部教授 清水奈名子さ
んに聞く

原発政策の大転換！ ポイント

閣議決定「ＧＸ実現に向けた基本方針」（２月10日）

●原発を最大限活用 ←従来は「依存度をできる限り低減」
●再稼働の加速 ←処分を受けたり、裁判に敗訴した原発

は稼働困難
●60年超の運転可能 ←運転期間原則40年・最大60年
●次世代革新炉開発・建設 ←新増設想定せず

※60年超運転、次世代革新炉は、安倍・菅両政権でも、岸田政
権の第６次エネルギー基本計画（21年）にもなかった。

ＧＸとは グリーントランスフォーメーションの略で、化石
燃料をできるだけ使わず、クリーンなエネルギー活用への変革
やその実現への活動のこと。
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東電福島第一原発。手前はアルプス処理水の貯水タンク

（東京電力ホームページより）
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